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研究要旨 

慢性血栓塞栓性肺高血圧症(CTEPH)において，肺血行動態パラメータと機能的能力が QOL と関連してい
るかどうかは，依然として不明である．本研究では、肺血行動態が正常化した CTEPH において、emPHasis-
10 質問票を用いて疾患特異的な QOL を評価し、その決定要因を評価することを目的とした。 
 方法と結果︓この横断研究は、安静時の平均肺動脈圧が 25mmHg 未満に正常化したバルーン肺動脈形成
術(BPA)後の CTEPH 患者 （年齢中央値、68 ［58～75］歳、男性/女性、51/136、在宅酸素療法使用、51 例
［27%］）143 名の健康状態評価 187 件を含んでいる。右心カテーテル検査を行い，その後，6 分間歩行距
離と emPHasis-10 質問票を評価した．肺動脈圧と肺血管抵抗の中央値はそれぞれ 18（15-21）mmHg と
2.2 （1.7-2.9）wood units であった。emPHasis-10 スコアの中央値は 14 （8-24）、6 分間歩行距離の中央
値は 447 （385-517）m だった。単変量線形回帰分析により、emPHasis-10 スコアは 6 分間歩行距離 （β=-
0.476 ［95% CI -0.604, -0.348］, P<0.001）および在宅酸素療法 （β=0.214 ［95% CI, 0.072, 0.356］, 
P0.003）に関連していたものの、血行動態パラメータには関連していなかったことが判明した。重回帰分析
では、emPHasis-10 スコアが高いほど、6 分間歩行距離が短いことと関連していた（β=-0.475 [95% CI, 
-0.631 to -0.319], P＜0.001）。 
 結論 ︓CTEPH で，BPA 後に血行動態が正常化した患者において，健康関連の QOL は血行動態パラメータ
ではなく，運動能力および在宅酸素療法の使用と関連した．運動能力の向上は，QOL のさらなる向上につな
がる可能性がある。 
 
A. 研究目的 
 BPA により肺血行動態が正常化した CTEPH 患者において、emPHasis-10 を用いて疾患特異的な QOL を
評価し、その決定要因を評価すること。 
 
B. 研究方法 
 本後ろ向き研究は、杏林大学医学部付属病院の CTEPH 患者で、6 ヶ月以上前に BPA を施行された患者を対
象とした。2018 年 6 月から 2020 年 8 月の間に当院で定期的なフォローアップのために入院し、右心カテー
テル検査で PAP<25mmHg を確認できた患者を対象とした。6 分間歩行試験（6MWT）、右心カテーテル検
査、emPHasis-10 QOL 評価は、患者の BPA セッションから少なくとも 6 ヶ月後に実施した。 
 
C. 研究結果 
 CTEPH 患者（年齢中央値、68［58～75］歳、男性/女性、51/136、在宅酸素療法使用、51 例［27%］）
143 名の健康状態評価 187 件を解析対象とした。肺動脈圧と肺血管抵抗の中央値はそれぞれ 18（15-21）
mmHg と 2.2（1.7-2.9）wood units であった。emPHasis-10 スコアの中央値は 14（8-24）、6 分間歩行
距離の中央値は 447 （385-517）m だった。単変量線形回帰分析により、emPHasis-10 スコアは 6 分間歩行
距離 （β=-0.476 ［95% CI -0.604, -0.348］, P<0.001）および在宅酸素療法 （β=0.214 ［95% CI, 0.072, 
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0.356］, P0.003）に関連していたものの、血行動態パラメータには関連していなかった。重回帰分析では、
emPHasis-10 スコアが高いほど、6 分間歩行距離が短いことと関連していた（β=-0.475 [95% CI, -0.631 
to -0.319], P＜0.001）。 
 
D. 考察 
 BPA 後の CTEPH 患者において emPHasis-10 を用いて疾患特異的な QOL を検討したのは、本研究が最初
である。現在、治療の進歩に伴い CTEPH の予後は著しく改善されたため、QOL の改善は治療の目標としてよ
り重要となっている。本研究では，血行動態が正常化した CTEPH 患者（安静時平均 PAP＜25mmHg）にお
いて，疾患特異的尺度 emPHasis-10 で測定した QOL は，BPA 後も改善されることが示された．QOL スコア
は 6MWD と関連していたが、血行動態パラメータとは関連がなかった。HOT の投与も QOL の低下と関連し
ていた．HOT 投与患者において，QOL スコアは 6MWD と関連していた。 
 
E. 結論 
 血行動態が正常化した CTEPH 患者において，疾患特異的 QOL は運動能力および HOT の使用と関連し
ていたが，肺血行動態とは関連していなかった。 
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